
 

12

月
議
会
で
の
質
問
は
、
二
度

目
と
い
う
こ
と
で
、
少
し
だ
け
雰

囲
気
に
慣
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

一
般
質
問
で
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
関
心
が
高
い
「
デ
ジ
タ
ル
ク

ー
ポ
ン
（
福
デ
ジ
く
ん
）」
や
「
西

口
駅
前
問
題
」
に
つ
い
て
、
具
体

的
に
質
問
を
投
げ
か
け
、
市
の
考

え
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
こ

と
は
、
成
果
と
し
て
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。 

 

ま
た
、
９
月
議
会
で
の
質
問
を

改
め
て
検
証
し
、
再
質
問
を
す
る

な
ど
、
前
回
よ
り
も
一
歩
踏
み
出

す
こ
と
が
で
き
た
か
な
、
と
受
け

と
め
て
い
ま
す
。 

 

今
後
と
も
、「
人
に
よ
り
そ
い
、

未
来
に
つ
な
ぐ
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

市
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
、
暮
ら

し
や
す
い
福
島
市
を
め
ざ
し
て
活

動
し
て
ま
い
り
ま
す
。 
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ゆみこの 月

日
、
小
倉
寺
町
会
の

秋
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

子
ど
も
た
ち
が
山
車
を
引
い

て
元
気
に
町
を
ね
り
歩
き
、
八

幡
神
社
に
太
鼓
演
奏
が
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。 

小倉寺町会「認知症サポーター養成講座」 
 

はじめに、手話でごあいさつ 

「こんにちは！三浦ゆみこです。ひとり会派で

すので無所属となりますが、社民党所属の議員

として質問させていただきます」 

4 つのテーマで質問しました 

（裏面に「ダイジェスト版」を掲載しています） 

三
浦
ゆ
み
こ 

 新しい年がスタートしたその日、夕方 4

時 10 分、スマホからけたたましい音が響

きました。 

１月１日に起こった能登半島地震は、福

島に住む私たちにとって、東日本大震災を

思いださせる、大変なできごとでした。 

この度の震災に遭われた皆さまに、心か

らのお見舞いと、一日も早い生活復興を願

ってやみません。 

 2024 年は、新人議員の三浦由美子から

脱却して、積極的に足を使いながら知識と

経験を増やし、市民の皆さんの声を市政に

繋げられるよう行動していきます。今年も

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

2024 

新たな年を迎えて 

社民党県連合 

2024 年新春旗開きに参加しました 

10
月
25
日
、
小
倉
寺
町
会
の

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」
を
受
講
し
、
誰
も
が
な
り
得

る
「
認
知
症
」
に
つ
い
て
地
域
の

皆
さ
ん
と
学
習
し
ま
し
た
。 

お
聞
き
し
た
お
話
の
中
で
、
印

象
に
残
っ
た
こ
と
は
、「
認
知
症

に
な
っ
て
い
て
も
心
は
生
き
て

い
る
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。「
わ

か
っ
て
い
て
も
、
ど
う
す
る
こ
と

も
で
き
ず
に
、
も
が
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が

大
事
」
い
う
こ
と
で
す
。
こ
う
し

た
こ
と
を
私
た
ち
が
理
解
し
て

接
す
る
こ
と
で
、
ご
本
人
も
自
分

も
穏
や
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
町
内
会
の
方
が
読
み
聞

か
せ
て
下
さ
っ
た
「
ば
あ
ば
は
だ

い
じ
ょ
う
ぶ
」
と
い
う
絵
本
に
感

動
し
て
涙
が
で
ま
し
た
。 

1
月
27
日
、
福
島
グ
リ
ー
ン

パ
レ
ス
で
「
社
民
党
県
連
合
・
新

春
旗
開
き
」
が
開
か
れ
、
社
民
党

の
自
治
体
議
員
と
し
て
ご
挨
拶

し
ま
し
た
。 

世
界
各
地
で
紛
争
が
勃
発
し
、

国
内
で
も
軍
拡
を
叫
ぶ
声
が
強

ま
る
一
方
で
、
自
民
党
の
金
権
腐

敗
の
実
態
が
ま
た
し
て
も
明
ら

か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

中
、
私
た
ち
の
く
ら
し
が
お
ざ
な

り
に
さ
れ
て
い
ま
す
。 

社
民
党
の
「
が
ん
こ
に
平
和
！

く
ら
し
が
一
番
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
胸
に
、
今
年
も
精
一
杯
頑
張
る

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

福
島
市
「
手
話
ま
つ
り
」
に
参
加
し
ま
し
た 

11
月
23
日
、
ま
ち
な
か

広
場
で
第
７
回
「
福
島
市

手
話
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
、
私
は
や

ま
び
こ
会
の
皆
さ
ん
と
手

話
コ
ー
ラ
ス
に
参
加
し
、

手
話
の
素
晴
ら
し
さ
、
楽

し
さ
を
改
め
て
体
感
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

テ
レ
ビ
で
話
題
の
、
手

話
が
で
き
る
お
猿
さ
ん
に

も
会
え
て
嬉
し
か
っ
た
で

す
！  

    

 



0 ま 

策定の取り組みが進められている「福島市高齢者福祉計画・福島市

介護保険事業計画2024」に、市内にある 22 の地域包括支援センタ

ー、90の居宅介護支援センターの経験と知見を反映させていくお考え

はあるかどうか質問しました。 

これに対し、健康福祉部長より、「情報の共有の必要性を認識してい

るとの回答と、併せて既存の組織である福島市介護支援専門員連絡協

議会などと情報共有のあり方について検討していくとの回答がありま

した。 

ゆみこの

▶昨年 11 月から「市民の生活を応援す

る」との目的で実施されたデジタルクーポ

ンですが、当初、「デジタルだけ」で始ま

ったため、市民の皆さまから「これではデ

ジタル操作ができる人しか受けられない」

との戸惑いの声がたくさん聞かれました。

市当局の回答は「ほとんどの人がスマホを

持っている」、「持ってない人は誰かに頼ん

で」、「それでもダメならサービスカウンタ

ーで聞いて」とのことで、行政と市民の目

線に大きな隔たりを感じずにはいられま

せんでした。それで、今回「「誰もが戸惑い

なく使える紙のエールクーポンに戻して

ほしい」と発言しました。そのときの答弁

は「世の中みんなデジタル化だから無理で

す」とのことでしたが、その後、３月から

追加支援策として紙のクーポンかデジタ

ルクーポン（福デジくん）を選択できる「福

島市選択型エールクーポン」が実施される

ことになりました。今後とも市民の声を市

政につなぎ、「「誰一人、取り残さない市政」

をめざして積極的に発言していきたいと

思います。 

▶令和 6 年４月に、いよいよ本県初の公

立夜間中学が開設されることになりまし

た。小学校、中学校の卒業を目的とする方、

車いすの方、外国の方から応募があり、10

代から 70 代まで 17 人の方が入学する

予定です。市の説明では、ネット環境を整

備し、公立の昼間の中学校と同様に一人一

台のタブレット配布すること、教員は高い

志を持った方を県内公募で募り、指導体制

の充実を図っていくこと、個別のニーズに

合った学習の充実を検討していくとのこ

とです。学習環境の整備に力を入れていく

姿勢は伺えるものの「「小学校や中学校の指

導用教科書を用意してほしい」との陳情が

否決されたことには、正直驚きました。一

人ひとりが多様な環境や思いを持って入

学されることを思えば、多様なニーズに応

える体制づくりの一環として必要なもの

はできる限り用意するべきと思います。さ

まざまな意見に丁寧に耳を傾け、入学して

良かったと思える親身な対応をお願いし

たいと思います。 

 

 

■「質問項目「■ 

1デジタルクーポンについて 

（1）デジタルクーポン発行の事前予測について 

（2）サポートデスク対応の現状・その他について 

（3）デジタルクーポンの評価について 

2福島駅西口方面の利便性について 

（1）福島駅西口周辺の在り方について 

（2）福島駅・東口と西口の導線について 

（3）西側の商業施設等の導線について 

3小規模修繕契約希望者登録制度の運用について 

（1）小規模修繕の上限額を50万円から130万円に引き上げることについて 

（2）小規模修繕契約希望者登録制度の目的達成状況の評価と今後の課題について 

4ケアプラン、介護サービスの評価について 

5月にイトーヨーカ堂の閉店が決まり、西口がいよいよ寂しくなるのでは、との懸念

から、跡地の活用について質問しました。 

これについて、木幡市長から「中心市街地の重要な核となる場所であり、将来にわた

る中心部のまちづくりを進める観点から、市としても活用のあり方について積極的に関

わっていく」との答弁がありました。 

デジタルクーポン（福デジくん）は、スマホを持っていない人は最初から利用できない上、持

っていても操作が分かりにくく、購入を諦めてしまったという声も多く聞かれ、「「誰一人取り残

さない市政」という基本理念に反するのでは？との思いで、市の現状認識、評価について質問す

るとともに、「紙のクーポン発行」を要望してきました。 

商工観光部長からは、サポートセンターの設置など対応策に努めてきたとする一方、年齢が高

くなるほど購入率が低くなっている現状も認識しているとの答弁がありました。 

また、木幡市長は、市民の声を反映した追加の支援策（選択型エールクーポン：下の図参照）

を進める一方、デジタル化を浸透させていく施策の必要性についても強調されました。 

5月閉店が決まった 

イトーヨーカ堂 

また、福島駅東口と西口の導線について、現在の東西連

絡通路（地下道）は、階段の上り下りの負担や暗さで実際

の距離より遠く感じることから敬遠されがちであること

を踏まえ、仙台駅のような明るい場所を通って移動できな

いか、ヨーカ堂の撤退で不便になる駅西口から西道路の商

業地区に循環バスを運行できないか、2点について質問し

ました。 

これについては都市生活部長より、「新たな東西自由通

路」については JR東日本と協議を進めているところであ

ること、駅西側のバス運行については、利用把握や社会実

験の必要性を路線バス事業者と協議し、日常生活に支障を

きたさないよう地域の足の確保に努めるとの回答があり

ました。 

小規模修繕契約について、福島市は上限が50万円であるのに対し「「上限額130

万円」とする自治体が多数あること、適用範囲の違いなど、他の自治体を例に出し

ながら、こうした違いについて質問し、これに対し財務部長から各自

治体における制度目的による違いであるとの回答がありました。 

インボイス制度も始まり、業績が悪化しつつある「一人親方」という

立場の小規模事業者の皆さんをどう後押しできるのか検討しながら、

今後ともこの問題に取り組んでいきたいと思います。 


